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今夏は厳しい暑さとゲリラ豪雨が人々を悩ませましたが，8月も末になるとよう

やく秋が近づく気配がそこはかとなく感じられるようになりました．

今号には第14回日本言語聴覚学会における一般演題の講演抄録が掲載されてい

ます．これは発刊以来はじめてのことであり，本誌が年4回発行になることにより

今年度から実現したものです．

第14回日本言語聴覚学会は小橋透先生を会長として6月28･29日の2日間，札

幌市で開催されました．企画運営は北海道言語聴覚士会の会員の皆様によって行わ

れ，言語聴覚療法の動向を的確にとらえた魅力ある企画とスムーズな会場運営で活

気に溢れた学会となりました．企画は，特別講演「脳損傷からみる言葉のしくみ」

(大槻美佳先生 北海道大学)のほか教育講演，ワークショップ，セミナーなど非常

に多彩で，一般演題については298題の発表がありました．

今回のメインテーマは「言語聴覚療法の可能性」であり，社会情勢や医療福祉環境

の変化に伴い拡大しつつある言語聴覚療法の現在の課題を深く掘り下げ，未来の可

能性を探ることを趣旨とした学会でした．このテーマに沿って一般演題では各種言

語聴覚障害の基礎と臨床における最前線の問題に取り組んだ研究が多数発表されま

した．本誌に掲載された一般演題の抄録は“現在の言語聴覚障害学および言語聴覚

療法のstand point”を示すと同時に，今後の臨床および研究の方向性について考

えるうえで貴重な資料になるものと思います．

今号では演題抄録に加え，第4回言語聴覚研究優秀論文賞の受賞者(津田哲也氏)

の紹介，発達障害の評価に関する東川健氏の論文，失語症の言語治療に関する瀧澤

透氏の論文，嚥下障害に関する佐藤豊展氏の短報が掲載されており，いずれも現在

の言語聴覚療法を一歩先に進める試みであると思いますのでご一読ください．

(藤田郁代)
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